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酵
素
で
カ
ズ
ノ
コ
の
膜
を
取
-
除
く

錦

織

孝

史

大

堀

忠

志

は
じ
め
に

全
道
の
水
産
試
験
場
の
加
工
部
門
で
は
昭
和
六
十

二
年
度
か
ら
､
国
の

｢特
定
地
域
中
小
企
業
対
策
臨

時
措
置
法
｣
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
た

『
加
速
的
技

術
開
発
支
援
事
業

』
と
い
う
仕
事
に
協
力
し
て
い
ま

す
｡
こ
の
中
に
『
技
術
指
導

』
が
あ
り
'
こ
れ
は
法

律
で
指
定
さ
れ
た
稚
内
'
網
走
'
根
室
'
釧
路
地
区

の
中
小
の
水
産
加
工
業
者
に
対
し
て
'
産

･
学

･
宮

の
技
術
者
'
研
究
者
が
連
携
し
な
が
ら
'
企
業
の
抱

え
て
い
る
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
も

の
で
す
｡

こ
の
事
業
に
よ
る
指
導
は
年
間
約
数
十
件
あ
り
ま

す
が
'
こ
の
中
で
､
あ
る
企
業
か
ら
'

｢
カ
ズ
ノ
コ

の
全
体
を
覆
う
膜

(卵
嚢
膜
)
を
取
り
除
い
た
'
高

級
感
の
あ
る
味
付
け
カ
ズ
ノ
コ
を
製
造
し
た
い
が
'

膜
の
除
去
を
手
作
業
で
や
る
の
で
は
人
件
費
が
か
か

り
す
ぎ
る
の
で
'
こ
れ
を
酵
素
処
理
に
よ
っ
て
省
力

化
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
｣
と
い
う
問
題
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
に
'
そ
の
よ
う
な
試
験
は

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
'
各
種
の

市
販
の
酵
素
を
取
り
揃
え
､
こ
れ
ら
の
酵
素
に
よ
る

カ
ズ
ノ
コ
の
膜
の
除
去
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
｡
そ
の
中
で
､
市
販
の
食
品
用
酵
素
に
よ
り

膜
が
除
去
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
以
下

に
そ
れ
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
｡

調
査
の
方
法

使
用
し
た
カ
ズ
ノ
コ
は
'
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
産
の
原

卵

(大
)
'
シ
ュ
ト
ラ
ン
ド
産
の
過
酸
化
水
素
処
理

卵

(特
大
)
'
南
ア
ラ
ス
カ
産
の
原
卵

(大
)
､
南

ア
ラ
ス
カ
産
の
過
酸
化
水
素
処
理
卵

(大
)
の
四
種

類
を
用
い
ま
し
た
｡
原
卵
と
い
う
の
は
輸
出
元
で
ニ

シ
ン
か
ら
卵
を
取
り
出
し
て
'
塩
漬
け
に
し
た
も
の

で
す
｡
ま
た
'
過
酸
化
水
素
処
理
卵
は
輸
入
さ
れ
た

原
卵
を
過
酸
化
水
素
で
処
理
し
て
脱
色
し
た
も
の
で

す
｡
酵
素
は
'
コ
ラ
ゲ
ナ
ー
ゼ
を
主
成
分
と
す
る
ノ

ボ
イ
ン
ダ
ス
ト
-
1
社
製
の
p
T
N
三

･
〇
S

(B

a
-
c
h

恥
F
T
I
二
〇
三
〇
)
を
用

い
ま
し
た
O

温
度
や
時
間
あ
る
い
は
酵
素

に
対
す
る
卵
の
量
等

最
適
な
条
件
を
知
る
た
め
に
'
以
下
の
方
法
に
よ
り

そ
の
条
件
を
調
べ
ま
し
た
｡
あ
ら
か
じ
め

一
定
の
温

度
に
し
て
お
い
た
水

道
水
三
〇
〇
加
に
カ
ズ
ノ
コ
1

○
○
タ
を
漬
け
込
み
十
分
間
撹
拝
し
'
卵
の
温
度
を

水
道
水
の
温
度
と
同
じ
に
し
ま
す
｡
こ
れ
に
定
め
ら

れ
た
濃
度
に
な
る
よ
う
酵
素
を
添
加
し
て
膜
の
除
去

を
開
始
し
ま
す
｡
酵
素
を
添
加
し
た
後
､
機
械
に
よ

っ
て
'
ビ
ー
カ
ー
全
体
を

一
定
の
方
向
に
揺
り
動
か

す
か
'
あ
る
い
は
静
か
に
放
置
L
t
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
に
つ
い
て
容
器
を
撹
拝
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を

調
べ
ま
し
た
｡
次
に
､
肉
眼
に
よ
り
カ
ズ
ノ
コ
全
体

を
被
う
薄
い
膜
と
櫛
状
部
分
の
境
目
に
あ
る
筋
状
の

繊
維
が
完
全
に
除
去
さ
れ
た
時
間
を
計
測
し
'
膜
の

除
去
時
間
と
し
ま
す
｡
最
後
に
'
酵
素
反
応
を
停
止

す
る
た
め
に
水
道
水
に
三
十
分
間
浸
し
ま
す
｡

結

果

T
t
過
酸
化
水
素
処
理
卵
に
つ
い
て

シ
ュ
ト
ラ
ン
ド
産
過
酸
化
水
素
処
理
卵
と
南
ア
ラ

ス
カ
産
過
酸
化
水
素
処
理
卵
'
そ
れ
ぞ
れ
の
卵

1
0

0
ク
に
水
道
水
三
〇
〇
鵬
を
加
え
へ
水
温

(酵
素

反

応
温
度
)
は
二
十

か
ら
三
十
五
℃
の
範
囲
で
'
酵
素

を
〇

二

7か
ら
〇

･
八
タ

(全
体
量
の
〇

･
〇
五
か

ら

〇
二

7%
)

の
範
囲

で
'
さ
ら
に
反

応
容

器
を
振

と

う
さ
せ
る
か
ど
う
か
'
こ
れ
ら
の
条
件
を
そ
れ
ぞ

れ
組
み
合
わ
せ
て
最
も
適
当
な
条
件
を
調
べ
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
条
件
と
結
果
を
表
I
に
示
し
ま
し
た
｡
こ

れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
'
過
酸
化
水
素
処
理
卵

の
膜
を
除
去
す
る
に
は
､
卵
と
水

(
一
対
三
)
を
二

十
五
℃
の
温
度
に
保
ち
'
こ
れ
に
〇

･
〇
五
%
の
酵

素
を
添
加
し
'
出
来
れ
ば
緩
や
か
に
撹

拝
を
行
う
と

16
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表 1 過教化水素処理卵の酵素処理条件と除去結果
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鬼PQJJ'最JJ煮 (l夜目)ゆ川幅.UQ,Erig堪QU

水道水 酵 素 温度 振とう 膜除去終了時間

(me) (9) (i) (℃) 有無 (分)

備

シュ トラン ド産

過酸化水素処理卵

(

OL'L66L
)
叶
99拡

G
P
3
39
号
虻
看

南アラスカ産

過酸化水素処理卵

無

無

有

有

有

有

無

有

0

0

5

5

5

0

0

5

2

2

2

2

2

3

3

3

5

5

5

5

5

0

1

0

1⊥
2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

4

2

4

8

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

無

無

有

有

有

有

無

有

nU

O

5

5

5

0

0

5

2

2

2

2

2

3

3

3

5

5

5

5

5

0

1

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

4
2

4

8

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

9

10

11

12

13

14

15

16

1080 筋状の膜が残 り､卵自体が脆 く崩れやす くなる

1080 同 上

40 膜は完全に除去され､卵はしっか りしており良好

40 膜は完全に除去されているが､卵粒が潰れやす くなる

25 膜は完全に除去され､卵はしっか りしており良好

15 同 上

19 同 上

10 同 上

1080 筋状 の膜が残り､卵自体が脆 く崩れやすくなる

1080 同 上

60 膜は 完全に除去され､卵は し っかりしており良好

56 同 上

44 同 上

12 同 上

20 同 上

10 同 上
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表 2 原卵の静索処理条件と除去結果

カ ズ ノ コ Nn
卵 水道水 酵 素 温度振とう 膜除去終了時間

(9) (me) (9) (#) (℃)有無 (分)
備 考

シュ トラン ド産

原 卵

南アラスカ産

原 卵

無

無

有

有

有

有

有

有

有

無

0

0

5

0

0

0

5

5

5

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

5

1

1

2

4

1

2

4

2

0

0

0

0

0

nU
0

0

nU
0

8

0

4

4

8

6

4

8

6

8

0

2

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

2

2

2

2
2

2

2

無

無

有

有

有

有

有

有

有

0

0

5

0

0

0

5

5

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

2

5

1

1

2

4

1

2

4

0

0

0

nU
0

nU

nU

0

nU

8

0

4

4

8

6

4

8

6

0

2

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

7

8

9

0

1

2

3

4

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

1080 筋状の膜が残り､卵白体が脆く崩れやすくなる

1080 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

40 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

18 同 上

15 同 上

63 同 上

1080 筋状の膜が残り､卵自体が脆 く崩れやすくなる

1080 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

30 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

18 同 上

同 上
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保
ち
'
酵
素
濃
度
を

〇
･
1
%
と
な
る
よ
う
に
酵
素

を
添
加
し
'
卵
が
壊

れ
な
い
程
度
に
強
-
撹
拝
を
行

う
と
､
三

〇
～
四
〇
分
後
に
膜
が
完
全
に
除
去
さ
れ

ま
し
た
｡

ま
た
､

こ
の
と
き
温
度
は
そ
の
ま
ま
で
'

添
加
す
る
酵
素
を
〇

･
1
%
か
ら
〇

･
四
%
の
四
倍

の
濃
度
に
す
る
と

膜
の
除
去
時
間

は
約

1
0
分
間
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
｡

三
'
酵
素
液
の
使
用
回
数
に
つ
い
て

酵
素
処
理
の
コ
ス
ト
を
低
減
化
す
る
た
め
に
'

7

度
作

っ
た
同
じ
酵
素
液
で
連
続
し
て
何
回
膜
の
除
去

が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
｡
酵
素
を

〇

･
二
タ

(全
体
量
の
〇

･
〇
五
タ
)
を
溶
解
し
た

水
温
三

〇
℃
の
水
道
水

三
〇

〇
加
で
､
シ
ェ
ト
ラ
ン

ド
産
過

酸
化
水
素
処
理
卵

あ
る
い
は
南
ア
ラ
ス
カ
産

過
酸
化
水
素
処
理
卵
を

1
回
に

1
0
0
タ
ず

つ
酵
素

処
理
し
て
'
膜
を
完
全
に
除
去
で

き
る
回
数
を
測
定

し
ま
し
た
｡
こ
の
結
果
を
表

3
に
示
し
ま
し
た
｡
連

続
し
て
酵
素
液
を
使
用
す
る
と
'
卵
の
出
し
入
れ
の

際
に
酵
素
液
が
次
第
に
減
少
し
て
'
回
数
と
と
も
に

膜
が
完
全
に
除
去
さ
れ
る
時
間
は
延
長
し
ま
し
た
が
'

連
続
し
て
六
回
ま
で
は
膜
の
除
去
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
｡

(
に
し
き
お
り
た
か
ふ
み

･
お
お
は
り
た
だ
し

加
工
部
)

淋
3

苛
沸
琳

8
蘇

f
fg
回

替

a)藻
琴

*

X

/

∪

7
k
L5
7k

(
nzc)

噂

鋤

匪

柵

新
t
j

(9
)

(S
)

(oC
)

郵
浦

海

霧

虹

葦

7

番

RE,q

(jJ
)

1
回
Ej

2
回
B

3
回
Ej

4
回
皿

5
回
Ej

6
回
皿

ヾ
l

T

j~

ヾ

｢
師

巌
藩

J
t:7k
謝

智

随

普

卦
7

j
X
*
恥

尚
薄
J
t17k
測
替

盛
暑

0
.2

0
.
05

0
.2

0
1
0
5

30

動

3
0

ig.

4

6

4

0

)

3

4

4

4
6

4
0

2
6

4

0

3
6

3

0

44

5
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